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序　　文

日本国政府は、ヴィエトナム社会主義共和国政府の要請に基づき、同国の中部地方橋梁改
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れた基本設計概要書案の現地説明を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。
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とを願うものです。
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伝　達　状

今般、ヴィエトナム社会主義共和国における中部地方橋梁改修計画基本設計調査が終了し

ましたので、ここに最終報告書を提出いたします。

本調査は、貴事業団との契約に基づき弊社が、平成 13 年 7 月 3１日より平成 14 年３月 22

日までの 8 ヶ月にわたり実施いたしてまいりました。今回の調査に際しましては、ヴィエト

ナム国の現状を十分に踏まえ、本計画の妥当性を検証するとともに、日本の無償資金協力の

枠組みに最も適した計画の策定に努めてまいりました。

つきましては、本計画の推進に向けて、本報告書が活用されることを切望いたします。

平成 14 年 3 月
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要　　約

　ヴィエトナム社会主義共和国（以下、「ヴィ」国と称す）はインドシナ半島東側に位置

し、北は中国、西はラオス、南西はカンボディアに国境を接している。同国の国土面積は

日本の約 87％の 329,560km2、人口は約 7,630 万人（1999 年）である。

　同国政府は、ヴィエトナム戦争終結以降国内経済の復興を目指し、1986 年から導入さ

れた「ドイモイ」政策のもと、国内の各セクターの整備を精力的に行ってきた。運輸省

（MOT : Ministry of Transport）は 1998 年 11 月に「2020 年までの道路開発計画」を

発表し、地方道路について①北部の山岳地域、②中部の険しい山岳地域、③メコンデルタ

地域を整備対象にあげている。現在開発が最も遅れ、経済的に最も貧しい中部地域の橋梁

建設と道路の整備が緊急課題として残されている。

　今回の調査対象地域は「ヴィ」国中部地域の 18 省（Da Nang 市を含む）で、北端の Thanh

Hoa 省から南端の Binh Thuan 省まで約 1,300km あり、かつ東西の幅は 50km から

200km と南北に細長い地形となっている。

　中部地域の産業構造は、Da Nang 市を除くすべての省で GDP に占める農業･林業･漁

業セクターの割合が全国の平均以上であり、しかも 50％以上を占める省が 6 省になるよ

うに、第 1 次産業に依存している。また、1 人あたりの GDP では Da Nang 市を除きす

べての省で全国平均を下回り、その人口は 21,457 千人で中部地域の 97%、全国人口の 28％

にあたる。中部地域では道路･橋梁が依然未整備であるところが多く、雨期の増水には

交通遮断等を生じ、地域開発の遅れ、社会経済活動の停滞、さらには地域住民の日常生

活の阻害等を引き起こしている。そのため補助幹線道路および地域住民の生活道路に位置

する中小橋梁の新設・架け替えが必要とされている。

　このような背景のもと、「ヴィ」国政府は 2001 年 3 月にわが国に対し中部地域の 87

橋梁の改修を要請してきた。

　日本国政府は、本無償資金協力の要請に応えて国際協力事業団（JICA）に基本設計調

査の実施を指示した。

　JICA は基本設計調査団を、第 1 次調査として 2001 年 8 月 5 日から 9 月 8 日まで、第

2 次調査として 2001 年 10 月 4 日から 11 月 17 日まで派遣し、現地調査を実施した。調

査団と「ヴィ」国政府とのインセプッションレポート説明･協議において要請内容の確認

が行われ、1999 年中部地方を襲った大洪水による被害対応とし一部仮橋の建設、建設の

予算確保などで当初要請内容と現状に違いが生じたため、建設された 3 橋をリストから

外し、優先順位の変更による 9 橋の見直しを行い、最終的に要請は 87 橋から 84 橋となっ

た。
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　調査団は、現場調査において要請橋梁 84 橋の橋梁現況調査を実施するとともに、本計

画の実施体制・実行能力、運営・維持管理体制と能力、上位計画・他のドナー国との関連、

橋梁サイトの社会的位置づけ等の資料収集を含めた調査を実施した。

　協力対象橋梁選定にあたっては、（a）既設橋梁の状態、（b）交通量、（c）経済状況、

（d）裨益効果、（e）少数民族への貢献、（f）アクセス道路の状態および改良計画の有

無、（g）年間通行不能期間を評価項目とし優先順位付けを行い、45 橋を選定した。

　選定された 45 橋のうち次の判定基準に基づいて施設建設型 22 橋および資材調達型 23

橋を選定した。

(a) 資材調達型を適用する基準

• 「ヴィ」国側にとって調達桁の架設が容易であること。

• 架設後の調達桁の維持管理が容易であること。

(b) 施設建設型を適用する基準

• 「ヴィ」国側にとって建設が技術的に困難であること。

• 建設箇所での土地収用が容易であること。

• 建設箇所へのアクセスが容易であること。

• 技術移転が可能となる橋梁であること。

　その後、施設建設型 22 橋、資材調達型 23 橋の合計 45 橋について詳細橋梁調査、地形・

地質調査、水文調査、交通量調査を実施した後、基本設計、施工計画･積算をまとめ、基

本設計概要書を作成した。

　JICA は、基本設計概要書の説明のため調査団を平成 14 年 1 月 6 日から 15 日まで現地

に派遣し、その内容について同国関係者と協議・確認を行い合意を得た。計画内容は、表

-1 に示す通りである。

表-1　計画内容一覧表

計画内容

橋梁の新設 6 橋 （全て PC 橋）
施設建設型（22 橋）

損傷した橋梁の架け替え 16 橋 （PC 橋 13 橋、鋼橋 3 橋）

橋梁の新設 9 橋 （全て鋼橋）

仮橋の架け替え 14 橋 （全て鋼橋）

資材調達型（23 橋）
ソフトコンポーネント 日本人技術者の派遣により、資材調達型の

「ヴィ」国側が建設する橋梁の下部工施工
のモニタリング・指導および上部工架設の
ためのマニュアル作成等を行い、橋梁建設
の技術水準確保と早期完成を図る。

　本計画の施設建設型の事業費総額は 32.55 億円（日本側負担事業費 32.05 億円、「ヴィ」

国側負担事業費 0.50 億円）と見積もられる。
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　一方、資材調達型の事業費総額は 17.25 億円（日本側負担事業費 7.39 億円、「ヴィ」

国側負担事業費 9.86 億円）と見積もられる。

　施設建設型は事業実施工期は 45.5 ヶ月であり、その内訳は、実施設計 12.5 ヶ月、施工

期間 42.0 ヶ月である。資材調達型の必要工期は 12.5 ヶ月であり、その内訳は実施設計 4 ヶ

月、調達期間 8.5 ヶ月である。

　本計画の相手国主管庁は運輸省（MOT）であり、相手国実施機関は NO.18 計画管理局

（PMU18）である。過去にわが国が実施した「北部地方橋梁改修計画」および現在実施

されている「メコンデルタ地域橋梁改修計画」の運営実績からは、運輸省、PMU18 の

現在の体制で充分対応可能と判断される。

　本工事が完成することによる直接効果は、次のとおりである。

• 円滑な交通の確保

橋梁の新設・架け替えにより、既存道路の円滑な交通が確保される。

• 安全通行の確保

老朽化した橋梁、腐食の激しい橋梁を架け替えることにより、安全な通行が確保さ

れる。

• 通年交通の確保

洪水時や雨季に通行不能となる河川に橋梁を建設することにより、通年交通が確保

される。

• 迂回輸送の解消

現在歩道橋であったり、10 トン以下の重量制限を受けている橋梁を架け替えること

により、これまでの迂回輸送コストが削減できる。

また、間接効果として、

• 地域経済の活性化の促進

円滑な交通が確保されることにより、迅速な農産物の出荷が可能となり、その結果、

農産業の活性化が促進される。

• 住民生活レベルの向上

通学･通院の不便解消、安定した生活物資の輸送、容易な市場へのアクセスが可能と

なる結果、住民生活レベルが向上する。また、影響圏内における少数民族の生活レ

ベルの向上も図られる。
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• 地域レベルへの効果

地域交通網整備のボトルネックとなっていた橋梁の建設は、周辺住民への直接効果

のみならず、重要な産業基盤のひとつである輸送インフラを飛躍的に改善すること

によりプロジェクト地域はもとより中長期的にはその周辺地域にまで経済・産業開

発が促進される。

• 国レベルへの効果

上記地域レベルの効果は、国レベルの視点からは、最も低所得地域である中部地域

の社会・経済開発を促進し、地域間格差を是正し国全体の均衡ある発展に寄与する。

　本計画は、地域全体の道路網整備の早期実現に非常に有効であり、しかも対象橋梁を含

む道路沿線の経済効果および住民の生活向上に寄与するものであることから、本計画を無

償資金協力で実施することは妥当と判断される。

　なお、本計画の実施後の橋梁・取付道路の維持管理は各省人民委員会運輸局によって実

施されるが、必要な維持管理を怠るとその機能を長く保つことができない。各省では、特

に洪水時における橋梁と取付け道路部および護岸などの監視を行い、わずかな被害でも初

期の段階で補修する事が必要である。また、省予算の中にそのための費用を確保しておく

必要がある。
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